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お客様訪問

Apressia

坂 井  雅 之 氏

悩ましい断裁待ちの刷り本
ジョガー周りの改善で対策

　印刷工程と、その後の断裁工程との生産性のバラン
スをいかに適切に保つかは、常に悩ましい課題となっ
ています。断裁機に向かって、刷り本をスムーズにエ
アテーブル上を滑らせていく姿は、見ていて気持ちの
いいものですが、ちょっとした生産タイミングのずれ
で、ジョガーの周囲に断裁待ちのパレットがたまって
しまうことがあります。
　印刷された刷り本は「半製品」とよく言われます。
断裁後、そのまま納品するにしても、さらに後工程に
回すにしても、断裁の効率を上げていくことは重要
です。バランスの適正化を断裁側で工夫しているこ
とも多いでしょう。
　ある印刷会社様では印刷機を新台に更新し、生産性
がアップすると、ジョガー前の滞留が増えました。刷り
本が棒積みされたパレットを床に直置きし、ジョガー
に約150mmずつ積むのが一般的な作業となっており、
現場では、1つかみごとに足腰を曲げ伸ばししながら、
紙をジョガーに移していました。そこに改善の余地が
あると考え、対策として、市販のリフターを独自に導入
してパレットを載せ、紙の高さを調節しながら紙積みし
ました。すると、滞留の完全な解消には至らないものの、
断裁の処理量が10%ほど向上したということです。
　さらなる滞留減少を図るなら、断裁現場の実情を加
味した改善が必要となるでしょう。KOMORIでは、
センサーを搭載し刷り本の高さを一定に保つことので
きる自動リフターの活用や、そこから刷り本を横に滑
らせる動きだけでジョガーに積める流れなど、さまざ
まなソリューションをご用意しています。労働への負
担を軽減しつつ、人の手や目を生かした体制づくりか
ら、高度な自動化システムまで、個々の現場に適した
仕組みの構築をご提案しています。

昭
栄
印
刷
株
式
会
社

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
3
2
に
よ
る
自
動
化
・
省
人
化
が

会
社
の
将
来
を
担
う
若
手
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
。

た
め
に
、
断
裁
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
加
え

て
、
紙
積
み
担
当
者
は
1
日
8
時
間
紙
を
積
み

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
プ
リ
シ
ア

C
T
X
1
3
2
の
導
入
を
機
に
、
こ
の
工
程
が

大
き
く
変
化
し
た
。

「
自
動
で
断
裁
機
に
紙
を
供
給
し
、
断
裁
し

て
い
る
間
に
同
時
進
行
で
ジ
ョ
ガ
ー
へ
紙
積
み

を
す
る
こ
と
で
、
一
人
で
工
程
を
回
し
て
い
ま

す
。
断
裁
の
順
番
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
あ

る
の
で
、
ジ
ョ
ブ
に
合
わ
せ
て
呼
び
出
す
だ
け

で
す
。
当
初
は
不
安
だ
っ
た
精
度
も
実
際
は
問

題
な
く
、
人
の
介
入
が
減
る
こ
と
で
ミ
ス
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
断
裁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
最

も
嫌
が
る
、
裁
ち
落
と
さ
れ
た
不
用
紙
を
除
く

作
業
も
な
く
な
り
、
断
裁
刃
に
対
す
る
安
全
面

が
向
上
し
た
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」 

と
石
井
部
長
。
効
果
は
、
現
場
で
の
前
後
の
工

程
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
が
ら
、
効
率
化
し
て

い
く
意
識
の
芽
生
え
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

坂
井
社
長
は
、
導
入
に
よ
っ
て
D
T
P
、
印

刷
、
製
本
の
全
工
程
が
つ
な
が
る
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
実

に
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込
み
を
語
る
。「
物
流

業
界
は
現
在
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

そ
れ
が
印
刷
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
も
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
社
が
断
裁
後
の
シ
ュ

リ
ン
ク
梱
包
、
封
緘
、
発
送
先
の
仕
分
け
ま
で

を
自
動
化
で
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
運
送
会

社
は
省
人
化
で
き
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
に

つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
世
代
の
人
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
、
常
に
新
し
い
こ
と
を
追
求
し
て
い

け
る
会
社
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」 

と
、

社
内
の
機
械
化
・
自
動
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

社
外
を
巻
き
込
ん
だ
改
革
を
目
指
し
て
い
る
。

「
経
営
者
と
し
て
、
次
の
世
代
に
会
社
を
残

す
と
い
う
テ
ー
マ
を
持
っ
た
時
、
次
の
世
代
ま

で
残
る
の
は
ど
う
い
う
会
社
な
の
か
を
考
え
ま

し
た
。
そ
の
答
え
の
一
つ
が
、
大
手
企
業
と
の

取
引
を
促
進
す
る
こ
と
で
し
た
。
以
来
、
大
手

企
業
と
対
等
に
協
力
し
合
っ
て
い
け
る
関
係
性

を
構
築
す
べ
く
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
に
拠
点
を

つ
く
り
ま
し
た
」

そ
う
語
る
昭
栄
印
刷
㈱
の
坂
井
社
長
は
、
も

う
一
つ
の
答
え
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
る
。「
人

手
不
足
が
進
む
今
、
負
担
の
大
き
い
手
作
業
に

は
人
が
定
着
し
ま
せ
ん
。
若
い
人
が
入
り
た
く

な
る
会
社
に
す
る
と
い
う
視
点
で
自
社
を
省
み

る
と
、
特
に
ポ
ス
ト
プ
レ
ス
の
工
程
に
課
題
を

感
じ
ま
し
た
」

そ
の
課
題
を
、
生
産
担
当
の
石
井
部
長
は 

「
今
の
社
員
が
10
年
後
、
20
年
後
も
単
純
作
業

や
力
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
く
れ

た
社
員
も
、
若
い
人
も
、
全
員
が
や
り
が
い
を

持
っ
て
長
く
働
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

そ
れ
が
会
社
を
つ
く
る
上
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

な
り
ま
し
た
」 

と
語
る
。
そ
こ
で
、
坂
井
社
長

は
、
機
械
に
置
き
換
え
ら
れ
る
仕
事
の
自
動
化

を
決
断
し
た
。

「
10
年
先
を
見
据
え
る
と
、
作
業
者
は
、
管

理
者
に
な
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
梱
包
や

断
裁
の
作
業
を
す
る
の
で
は
な
く
、
梱
包
や
断

裁
の
機
械
を
管
理
し
、
よ
り
や
り
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
す
る
。
そ
の
よ
う
な
職

場
な
ら
、
若
い
人
も
集
ま
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

今
回
の
導
入
は
、
そ
の
大
き
な
き
っ
か
け
で
す
。

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
3
2（
プ
ロ
グ
ラ
ム
油
圧

ク
ラ
ン
プ
大
型
断
裁
シ
ス
テ
ム
）は
、
現
場
が

最
適
な
設
備
を
考
え
て
出
し
た
答
え
で
し
た
」

導
入
前
は
、
断
裁
機
の
稼
働
率
を
上
げ
る

　

昭
栄
印
刷
株
式
会
社
は
、
本
社
を
構
え
る
新
潟
、
東
京
・
大
阪
に

加
え
て
、
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
に
も
拠
点
を
持
ち
、
ア
ジ
ア
圏
に
お
け

る
顧
客
の
海
外
進
出
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
国
内
大
手
企
業
と
の

取
引
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
出
版
印
刷
か
ら
、
商
品
カ
タ
ロ
グ
や
チ

ラ
シ
な
ど
の
商
業
印
刷
へ
と
転
換
を
進
め
る
中
、
ア
プ
リ
シ
ア

C
T
X
1
3
2
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
油
圧
ク
ラ
ン
プ
大
型
断
裁
シ
ス
テ

ム
）
の
導
入
に
よ
っ
て
、
後
工
程
の
自
動
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
、
断
裁
工
程
の
自
動
化
を
進
め
る
理
由
、
そ
し
て
導
入
の
効
果
に

つ
い
て
、
坂
井
雅
之
社
長
、
石
井
吉
徳
生
産
管
理
統
括
本
部
部
長
、

第
二
生
産
部
の
小
川
啓
司
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長
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ポ
ス
ト
プ
レ
ス
の
現
場
改
革
で

次
代
を
創
造
す
る

並
行
作
業
が
可
能
に
な
り

稼
働
率
向
上
と
省
人
化
を
両
立

▼ アンローダー

アプリシアCTX115
（菊全ワイドプログラム
油圧クランプ断裁システム）

▼ ジョガー

▼ リフター

N I I GATA

KOMORIのハイエンド断裁システム

生産管理統括本部部長
石井 吉徳 氏
「自動化を進めたことで、人の
知識や考えが優れている部分
を生かすこと、人が管理するこ
との重要さも見えてきました」

第二生産部
小川 啓司 氏
「仕事の流れを自分でつくれ
て、体力的にもかなり楽にな
りました。今後、より効率が
上がる手順を探っていきます」

アプリシアCTX132は、基本の4方落としから短冊するまでを自動化。
また、さまざまなパターンをプログラミングし、バーコードでジョブを
呼び出せるようにすることで、自動と手作業を組み合わせている。

「機械化・自動化は、業務の効率化にとどまらず、
 重要課題である人材の確保にも効果があります」

本社 / 新潟県新発田市住田97
https://www.shoei-p.jp/

TEL / 0254-39-6000




